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教育課程総論等における「新学習指導要領(教育課程
　の編成及び実施)の指導法の研究」

～栄養教諭免許取得コース学生の学校給食における

「地場産物」活用の実践力向上の試み～

A Study on Teaching Methods of the New Course of Study (Organization and 
Implementation of Curriculum) in Subjects such as General Theory of Curriculum
−An Attempt to Improve Students' Practical Abilities in the Nutrition Teacher 

Certification Course to Utilize 'Local Products' in School Lunches−

（2022年３月31日受理）
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抄　　　　　録

　本研究は，本研究は，教育課程総論等における新学習指導要領(教育課程の編成及び実施)の学修(主に栄養教諭免許

取得コース)において，食育に関する教育課程の編成・実施の基盤の一つである「地場産物」についての理解を深める

ことにより学生の学校給食への「地場産物」活用の意欲と実践力を向上させ，その結果，食育に関する教育課程編成の

意欲と技能の向上について研究した。

　その結果，１年次の段階から，栄養教諭免許取得コース学生について，栄養教育についての教育課程の編成の概要や

地場産物活用の意義等について，入学後の早い段階の「教育の基礎的理解に関する科目」で栄養教育実習や栄養教育指

導法等と連携を図り，学修させていくことが，栄養教諭免許取得の意欲や学修意欲の向上につながることが分かった。

１．は　じ　め　に

　平成29年告示の小学校指導要領解説総則第３章「教育

課程の編成及び実施」では，食に関する指導に当たって

は，学校教育活動全体として効果的に取り組むことが重

要であり，地域の産物を学校給食に使用するなどの創意

工夫を行い，教育的効果を引き出すよう取り組むことが

重要であるとしている。

　また，水産省の第４次食育推進基本計画（令和３～７

年度）では，「栄養教諭による地場産物に係る食に関す

る指導の取り組みを月12回以上に増やす」ことや「学校

給食において地場産物を使用する割合を増やすことを目

指す」として地場産物の使用と指導が必然となっている。

そこで，教育課程概論等における新学習指導要領(教育

課程の編成及び実施)の学修(主に栄養教諭免許取得コー

ス)において，食育に関する教育課程の編成・実施の基

盤の一つである「地場産物」についての理解を深めるこ

とにより学生の学校給食への「地場産物」活用の意欲と

実践力を向上させ，その結果，食育に関する教育課程編

成の意欲と技能の向上するのではないかと考え，研究に

取り組んだ。

２．研究の方法や内容

２. １　対象及び実態調査

　本研究では，筆者が勤務する大学の「栄養教諭免許取
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得コース」の第１学年学生を対象に，「地場産物」や「食

に関する指導」，「食に関する指導の全体計画」等につい

ての認知や指導意欲について，実態調査を実施する。そ

の後，次のような学修をさせ，学生の認知の変化を調査

する。方法としては，質問形式のA4版文書を配布し，収

集する。主な調査内容を下に示す。

・住んでいる市町村の地場産物

・知っている産物の旬や食べ物

・実施したい季節のメニュー

・地場産物使用や食に関する指導の思い

２. ２. １　「新学習指導要領」の学修

　講義において，平成29年「小学校学習指導要領の解説

総則編」を学ぶ中で，食に関する指導に当たっての教育

課程の編成・実施においては，「学校教育活全体として

効果的に取り組むことが重要であり，栄養教諭等の専門

性を生かし，地域の産物を学校教育に使用するなどの創

意工夫をおこないつつ，学校給食において地場産物を使

用する割合を増やすことが求められている」ことを理解

させる。

写真１　授業風景

２. ２. ２　「食に関する指導の手引」の学修

　講義において，平成31年３月文部科学省「食に関する

指導の手引」を学ぶ中で，「食に関する全体計画」を例に，

自分の出身の市町村の地場産物を取り入れた「学校給食

の関連事項」を完成させる。

　この際，自分の出身の市町村の地場産物や旬の食材を

知らない学生には，あらかじめ調べておくよう課題を出

しておく。

　そして，講義において次のような地場食材を取り入れ

た「食に関する全体計画」(表１)を完成させる。
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表１　食に関する全体計画（10月～３月略）
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２. ２. ３　「第４次食育基本計画」の学修

　講義で，令和３年農林水産省「第４次食育推進基本計

画」において，令和３年～７年度の５年間の食育推進の

目標として，「栄養教諭による地場産物に係る食に関す

る指導の取り組みを，月12回以上に増やすことを目標と

する」とともに，「学校給食において地場産物を使用す

る割合を増やすことを目指す」としていることを理解さ

せる。

表２　第４次食育推進基本計画目標

写真２　地場食材学習風景

２. ２. ４　「旬の食材」教材作成

　毎月の給食指導について，「旬の食材」について次の

ような資料(図１)を作成させるとともに，指導について

の動画映像を作成させ地場産物への理解を深めさせると

ともに，実践的指導力の向上を図る。

図１　旬の食材紹介例

写真３　学生の制作の食材の紹介①

７月の食材

「オクラ」

　オクラに含まれるムチンやペクチンは，ネバネバ

食品に多く含まれています。

　胃腸を保護し，たんぱく質の分解を促進すること

から疲労回復の効果が期待されています。　

　オクラに含まれるカルシウムは，ビタミンＤと一

緒に摂ることで吸収をよくしてくれます。

　そこで，今月の給食では，ビタミンＤを含む鮭を

使ったメニューと組み合わせています。
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３．調 査 の 結 果

３. １　地場産物，旬の食材の認知

　地場産物や旬の食材の認知については，関連科目との

連携もあり，調査後には受講全ての学生が５件以上の地

場産物や旬の食材をあげることができるようになった。

　また，四季の献立についても，すべての学生が１以下

の献立から２以上の献立を考えられるようになった。

３. ２　地場産物活用の自信

　学修前では，地場食材や旬の食材活用について，不安

の方が多い学生が半数以上であったが，学修後では，ほ

とんどの学生が，地場産物の活用に自信があると答え，

地場産物活用の自信がつきつつあることが分かった。

写真４　学生制作の食材の紹介②

写真５　学生制作の食材の紹介③

写真６　学生制作の食材の紹介④

学修前

図２　地場産物活用　学修前

学修後

図３　地場産物活用の自信　学修後 

地場産物

自信あり

ちょっと不安

かなり不安

自信なし

地場産物

自信あり

ちょっと不安

かなり不安

自信なし
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３. ３　食の指導の自信

　月12回以上の食育指導について，学修前では，指導に

ついて不安を抱える学生の割合が，約2／3を占めていた

が，学修後は自信の方が多い学生が2／3を占めるように

なった。

　月12回以上の食育指導について，多くの学生が自信を

つけつつあると考えられる。次のグラフから，月12回以

上の食育指導について，多くの学生が自信を持ちつつあ

ると考えられる。

　このように，栄養教諭免許取得コースにおいて，１年

生の段階から，「教育の基礎的理解に関する科目」にお

いても，「栄養に係る教育に関する科目」と関連を図り

ながら具体的な学修を進めることにより，学生の食育に

関する自信と意欲の向上が見られた。

　また，２年時の継続学修の調査は，下記のようにほと

んどの学生が継続学修希望となり，１年生から他科目や

科目と連携を図りながら，計画的に学修させることが，コー

スをやめる学生を減らすことにもつながると思われる。

４．今後の課題

　１年次の段階から，栄養教諭免許取得コース学生につ

いて，栄養教育についての教育課程の編成の概要や地場

産物活用の意義等について，入学後の早い段階の「教育

の基礎的理解に関する科目」で栄養教育実習や栄養教育

指導法等と連携を図り，学修させていくことが，栄養教

諭免許取得の意欲や学修意欲の向上につながることが分

かった。

　今後は，栄養教諭免許取得コースをリタイヤする学生

を減らすためにも研究を続けていきたい。
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図５　月12回の食指導 学修後 
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図６　学修後の免許取得意欲
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